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い
う
力
強
い
言
葉
と
と
も
に
、
具
体

的
な
経
営
戦
略
や
改
善
策
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
事
業
承
継
」
を

中
心
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。「
報
告
者
と
似
た
境
遇
に
あ
り

共
感
す
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
自
分

の
甘
さ
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」「
事
業
承
継
に
お
い
て
経
営

理
念
の
共
有
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で

あ
る
」「
立
場
が
人
を
成
長
さ
せ
る
。

ま
た
、
自
分
が
変
わ
る
こ
と
で
周
囲

も
変
わ
る
」
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

直
面
し
た
多
く
の
悩
み
や
課
題

を
率
直
に
打
ち
明
け
ま
し
た
。

　

報
告
の
ま
と
め
で
は
、
前
述

の
悩
み
や
課
題
を
踏
ま
え
た
う

え
で
「
自
分
は
社
長
の
仕
事
を

し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
結
果
、
社
員
を
不

幸
に
し
て
い
た
。
経
営
判
断
を

下
せ
る
の
は
社
長
で
あ
る
自
分

の
仕
事
」
と
、
改
め
て
経
営
者

と
し
て
の
覚
悟
を
語
り
、「『
守

る
』
か
ら
『
攻
め
る
』
の
会
社

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
」
と

の
高
齢
化
や
管
理
職
の
不
在
、
人
材

不
足
や
人
間
関
係
、
さ
ら
に
会
長
と

の
意
思
疎
通
な
ど
、
こ
の
一
年
間
で

　

十
二
月
八
日
（
木
）、
ホ
ワ
イ
ト

イ
ン
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
・

青
年
部
会
合
同
例
会
／
跡
取
り
物
語

シ
リ
ー
ズ
⑫
」
を
開
催
。
消
防
設
備

工
事
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
関
東

防
災
工
業
㈱
、
代
表
取
締
役
・
宮
崎

慎
司
氏
（
前
橋
支
部
）
が
報
告
者
を

務
め
、「
新
米
社
長
の
ホ
ン
ト
の
気

持
ち
〜
就
任
か
ら
三
六
五
日
、
振
り

返
る
現
実
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ
は
、
事
業

承
継
や
後
継
者
の
悩
み
・
課
題
な
ど

の
交
流
を
目
的
に
、
平
成
十
八
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高
崎
支
部
の
名
物

例
会
。
島
山
氏
が
報
告
し
た
第
一
回

か
ら
昨
年
の
宮
石
氏
ま
で
、
過
去

十
一
回
に
わ
た
り
県
内
各
支
部
で
活

躍
す
る
会
員
を
報
告
者
に
学
び
合
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年
に
続
い

て
青
年
部
会
と
の
合
同

例
会
と
し
て
企
画
さ

れ
、
五
十
名
近
い
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
十
一

月
、
社
長
に
就
任
し
た

宮
崎
氏
。
経
営
理
念
や

会
社
へ
の
想
い
を
先
代

と
十
分
共
有
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、「
納
得

し
て
事
業
承
継
が
で
き

た
か
と
言
え
ば
疑
問
。

周
り
か
ら
若
社
長
と
呼

ば
れ
る
こ
と
に
さ
え
違

和
感
が
あ
っ
た
」
と
就

任
直
後
を
振
り
返
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
部
社
員

跡取り物語シリーズ ⑫跡取り物語シリーズ ⑫
高崎支部・青年部会合同例会
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大
和
証
券
㈱
エ
ク
イ
テ
ィ
事
業

部
、
セ
ー
ル
ス
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
・

由
井
濱
宏
一
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
日
本
の
株
式
・
経
済
の
見
通
し
〜

二
〇
一
七
年
に
向
け
て
、
知
っ
て
お

き
た
い
ポ
イ
ン
ト
と
は
？
〜
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
同
高
崎

支
店
、
伊
勢
崎
営
業
所
長
・
大
木
真

澄
氏
。

　

由
井
濱
氏
は
二
〇
一
六
年
の
出
来

事
を
振
り
返
り
つ
つ
、
様
々
な
株

式
・
経
済
指
標
の
推
移
を
丁
寧
に
説

明
。「
世
界
景
気
の
持
ち
直
し
」「
日

銀
緩
和
策
の
新
機
軸
」「
業
績
見
通

し
の
改
善
」「
財
政
政
策
本
格
稼
働

と
成
長
戦
略
」
な
ど
の
視
点
か
ら
、

日
本
の
株
式
・
経
済
の
見
通
し
を
語

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
月
に
誕
生
す

る
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
つ
い
て
も

触
れ
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
『
期
待
』

と
『
疑
念
』
の
両
方
が
存
在
。
リ
ス

ク
要
因
は
あ
る
が
、
景
気
持
ち
直
し

傾
向
へ
の
影
響
は
少
な
い
の
で
は
」

　

十
二
月
十
五
日
（
木
）、
利
根
沼

田
文
化
会
館
を
会
場
に
、
沼
田
支
部

例
会
を
開
催
。
き
の
こ
生
産
・
販
売
、

ク
ワ
ガ
タ
用
品
販
売
な
ど
を
行
う
㈲

月
夜
野
き
の
こ
園
、
社
長
・
金
子
崇

範
氏
（
同
支
部
）
が
、「
お
客
様
に

教
育
し
て
い
た
だ
い
て
事
業
が
出
来

ま
し
た
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し

た
。

　
「
き
の
こ
菌
床
は
、
ク
ワ
ガ
タ
の

幼
虫
の
餌
に
な
る
」。
そ
ん
な
お
客

様
の
声
か
ら
、
知
識
ゼ
ロ
で
ス
タ
ー

ト
し
た
ク
ワ
ガ
タ
事
業
は
、
商
品
開

　

十
二
月
二
十
日
（
火
）、
太
田
ナ

ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
会
場
に
太
田

支
部
十
二
月
例
会
「
グ
ル
ー
プ
討
論

＆
忘
年
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
企
画

さ
れ
た
本
例
会
で
は
「
今
年
の
同
友

会
活
動
を
振
り
返
っ
て
」
と
の
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
同
友
会
に
つ
い
て
の

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

女
性
や
非
製
造
業
の
増
加
、
事
業

発
や
会
社
に
届
く
質
問
へ
の
解
答
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
お
客
様
に
助

言
を
求
め
つ
つ
進
め
て
き
た
そ
う
で

す
。
二
〇
〇
五
年
以
降
、
ク
ワ
ガ
タ

の
人
気
が
下
が
り
始
め
る
と
、
虫
業

界
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
自
ら
イ
ベ
ン

ト
を
仕
掛
け
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て

は
「
完
全
な
赤
字
運
営
で
怖
く
て
効

果
測
定
も
出
来
な
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
が
、今
で
も
毎
年
継
続
し
、

来
場
者
が
増
え
続
け
て
い
る
事
も
付

け
加
え
ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
ク
ワ
ガ
タ
事
業
を
振
り

承
継
を
経
て
世
代
交
代
が
進
む
太
田

支
部
会
員
企
業
の
状
況
な
ど
か
ら

「
活
性
化
し
て
い
る
」
と
見
る
意
見

や
、
例
会
の
出
席
率
、
全
県
・
全
国

行
事
へ
の
支
部
か
ら
の
参
加
者
低
迷

を
「
来
年
へ
の
課
題
」
と
す
る
声
も

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

二
〇
一
六
年
を
振
り
返
る
う
え
で
、

経
営
研
究
集
会
が
太
田
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
も
新
し
く
「
島
山

実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
太
田
ら
し

返
り
、「
狙
っ
て
成
功
し
た
事
は
稀

で
、
要
望
に
応
え
る
形
で
評
価
さ
れ

て
来
た
。
一
〇
〇
点
は
取
れ
な
く
て

も
、
平
均
点
は
上
が
る
」
と
自
身
の

経
験
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
柔
軟

な
考
え
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
取

り
組
む
姿
は
見
習
い
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
の
持
論
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論

で
は
、
大
和
証
券
㈱
高
崎
支

店
か
ら
の
参
加
者
（
六
名
）

も
討
論
に
加
わ
り
、「
マ
ク

ロ
経
済
を
知
り
、
ミ
ク
ロ
の

自
社
経
営
に
生
か
す
の
が
社

長
の
仕
事
」「
全
て
予
想
通

り
に
は
行
か
な
い
が
、
各
種

指
標
の
見
方
を
参
考
に
し
た

い
」「
株
式
投
資
を
実
際
に

や
れ
ば
一
番
勉
強
に
な
る
？

結
果
は
自
己
責
任
で
す
が

…
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
崎
支
部
12
月
例
会

日
本
の
株
式
・
経
済
の
見
通
し

沼
田
支
部
12
月
例
会

お
客
様
と
事
業
を
創
る

太
田
支
部
12
月
例
会

グ
ル
ー
プ
討
論
＆
忘
年
会

く
賑
や
か
に
開
催
で
き
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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「
道
の
駅
お
お
た
」
の
指
定
管
理
者

を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人W

ay To 
The Dream

、
理
事
長
・
長
正
祐
氏

を
講
師
に
招
き
、「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
独
自
戦
略
〜
こ
こ
だ
か
ら
で
き

る
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
経
緯
、

道
の
駅
お
お
た
指
定
管
理
者
の
応
募

動
機
と
選
定
理
由
、
さ
ら
に
は
運
営

形
態
な
ど
、
事
業
の
ベ
ー
ス
と
な
る

情
報
を
詳
細
に
説
明
し
た
長
氏
。
地

域
資
源
の
生
か
し
方
を
「
こ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
魅
力
、
こ
こ
に
し

か
な
い
価
値
を
つ
く
る
こ
と
」
と
定

義
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
各
種
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

決
算
書
の
分
析
や
市
場
調
査
、
戦
略

立
案
な
ど
に
つ
い
て
、家
業
（
製
造
業
）

で
三
年
間
、
経
営
手
腕
を
ふ
る
っ
た

経
験
か
ら
「
経
営
者
は
業
種
・
業
態

を
問
わ
ず
、
深
く
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
桐
生
市
お
よ
び
周
辺
の
地
域
資
源
を

　

水
野
氏
は
二
三
歳
の
時
に
営
業
の

欠
員
補
充
で
同
社
に
入
社
。「
営
業

の
何
た
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
帽
子
に

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
会
社
へ
行
っ
て
い
ま
し

た（
笑
）」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
様
々

な
試
練
に
ぶ
つ
か
り
、
乗
り
越
え
て

き
た
様
を
包
み
隠
さ
ず
率
直
に
報
告

し
ま
し
た
。

　

三
一
歳
で
専
務
に
就
任
。「
三
年

で
会
社
を
変
え
て
み
せ
る
！
」
と
、

熱
い
思
い
で
臨
ん
だ
も
の
の
空
回

り
。
そ
ん
な
時
、
同
友
会
へ
入
会
。

「
変
わ
る
の
は
自
分
自
身
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
社
員
の
前
で
頭
を
下

げ
ま
し
た
」
と
水
野
氏
。
そ
れ
か
ら

は
同
友
会
で
学
ん
だ
「
共
育
」
を
念

頭
に
学
ん
だ
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
実

践
。
そ
の
後
も
様
々
な
試
練
に
襲
わ

れ
ま
す
が
、四
二
歳
で
社
長
に
就
任
。

社
員
と
の
関
係
づ
く
り
を
す
す
め
つ

つ
、
日
々
経
営
者
と
し
て
成
長
し
て

い
る
姿
は
参
加
者
の
共
感
を
よ
び
ま

し
た
。

（
一
月
二
十
五
日
号
の
中
小
企
業
家

し
ん
ぶ
ん
四
面
に
同
様
の
テ
ー
マ
で

水
野
氏
の
体
験
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
）

改
め
て
考
え
た
い
」「
行
政
と
の
連
携

や
異
業
種
連
携
が
大
切
と
感
じ
た
」

「
緻
密
な
事
業
戦
略
は
欠
か
せ
な
い
経

営
の
ツ
ー
ル
」
な
ど
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
一
日
（
水
）、
前
橋

市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
前
橋
支
部

十
二
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
十

月
に
続
き
、
前
橋
市
の
職
員
を
招
い

て
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
政
策

推
進
課
か
ら
六
名
が
参
加
し
、
会
員

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
前
橋
市
（
行
政
）
の
考
え

る
同
市
の
強
み
や
政
策
を
紹
介
し
て

頂
い
た
後
、
改
め
て
各
グ
ル
ー
プ
毎

に
経
営
者
の
視
点
で
、
前
橋
市
の
強

み
弱
み
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
自
社
の

強
み
・
弱
み
と
先
述
の
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
経
営
者
と
行
政

と
い
う
異
な
る
視
点
で
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
の
前
橋
市
や
会
員
企
業

の
進
む
道
筋
を
探
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
行
政

と
の
意
見
交
換
は
新
鮮
だ
っ
た
」「
業

種
を
越
え
て
地
域
に
つ
い
て
語
る
貴

重
な
時
間
だ
っ
た
」「
一
つ
の
物
事

に
対
し
て
様
々
な
視
点
か
ら
見
る
大

切
さ
を
再
認
識
で
き
た
」「
官
民
共

創
で
地
域
を
創
る
取
り
組
み
を
知
れ

た
」
な
ど
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

桐
生
支
部
12
月
例
会

地
域
資
源
を
生
か
し
た
独
自
戦
略

渋
川
吾
妻
支
部
12
月
例
会

変
わ
る
の
は
会
社
か
?! 

私
か
?!

前
橋
支
部
12
月
例
会

前
橋
の
優
位
性
を
生
か
せ
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成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

　

渋
川
吾
妻
支
部
十
二
月
例
会
は
、

「
わ
が
社
の
事
業
承
継
」
と
題
し
て

末
高
販
売
の
水
野
龍
太
社
長
（
高
崎

支
部
）
を
報
告
者
に
迎
え
ま
し
た
。
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱アルファー企画
取締役  神谷 幸広 氏（前橋支部所属）

サイン（看板）の悩み、　　
一括で引き受けます！

サイン（看板）の悩み、　　
一括で引き受けます！

サイン（看板）の悩み、　　
一括で引き受けます！

▼
会
社
概
要

　

当
社
は
「
感
動
を
か
た
ち
に
す
る

提
案
企
業
」
と
し
て
、
会
社
案
内
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
紙
媒
体
を
中
心

と
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
企
画
立
案
な
ど
を

行
う
ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
屋
内
外
の

店
舗
看
板
な
ど
の
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン

と
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
事
業
を

柱
と
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
五
十
七

年
の
創
業
時
か
ら
、
官
公
庁
や
病

Q 

&

      

A

▼
今
後
の
展
望
は

　

現
在
、
当
社
の
売
上
を
支
え
て
き

た
三
本
の
柱
も
、
Ｉ
Ｔ
化
と
共
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
歴
史
と
実
績
を
重

ね
た
紙
媒
体
に
次
い
で
、
時
代
と
共

に
伸
び
て
き
た
ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
。

看
板
は
正
直
押
さ
れ
気
味
で
す
が
、

こ
こ
で
も
う
一
度
需
要
を
掘
り
起
こ

し
、
柱
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
看
板
の
設
置
や
立

て
替
え
な
ど
を
お
考
え
の
際
は
「
群

馬
広
告
ド
ッ
ト
コ
ム
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
実

績
紹
介
も
多
数
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
参
考
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
群
馬
の
デ
ザ
イ
ン
ド

ク
タ
ー
」と
し
て
当
社
が
、

看
板
を
は
じ
め
と
す
る
、

お
客
様
の
広
告
に
関
す
る

お
困
り
ご
と
解
消
の
お
手

伝
い
を
致
し
ま
す
。

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
信
頼
と

売
上
向
上
に
貢
献
出
来
る
広
告
デ
ザ

イ
ン
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ
の
サ
ー
ビ
ス

　

当
社
の
柱
の
一
つ
、
サ
イ
ン
デ
ザ

イ
ン
事
業
で
は
、
平
成
十
一
年
に
、

一
般
建
設
業
の
許
可
を
取
得
し
、
看

板
設
置
の
場
所
探
し
か
ら
、
デ
ザ
イ

ン
・
施
工
・
管
理
ま
で
一
貫
し
て
自

社
で
行
う
事
が
出
来
ま
す
。
平
成

二
十
一
年
に
は
「
群
馬
広
告
ド
ッ
ト

コ
ム
」と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

貸
し
看
板
の
案
内
や
施
工
実
績
な
ど

を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
サ
イ

ト
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、
さ

ら
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
般
建
設
業
の
許
可
取
得
当
時
は

官
公
庁
の
仕
事
が
多
く
、
道
の
駅
の

案
内
板
や
役
場
の
シ
ン
ボ
ル
サ
イ
ン

な
ど
で
、
群
馬
県
屋
外
広
告
物
コ
ン

ク
ー
ル
「
県
知
事
賞
」
な
ど
、
多
く

の
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

　

車
社
会
と
言
わ
れ
る
群
馬
県
で

は
、
目
に
と
ま
る
屋
外
看
板
の
設
置

は
思
っ
て
い
る
以
上
に
効
果
的
で

す
。
さ
ら
に
会
社
案
内
・
広
告
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ン

ク
さ
せ
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
通
化
す

る
こ
と
で
効
果
は
高
ま
り
ま
す
。

院
、
学
校
な
ど
の
仕
事
も
多
く
、
実

績
を
重
視
す
る
お
客
様
か
ら
も
支
持

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
、
企
業

の
周
年
事
業
に
合
わ
せ
た
社
史
の
制

作
や
会
社
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
内

に
自
社
ス
タ
ジ
オ
も
完
備
し
、
モ
デ

ル
撮
影
や
商
品
撮
影
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

全
て
の
事
業
で
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
お
客
様
の
想
い
を
し
っ
か
り

デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

徹
底
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
事
で

す
。
イ
メ
ー
ジ
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
近

づ
け
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
同
行

さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
異
な

る
特
徴
を
持
つ
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
数

在
籍
し
て
い
る
の
で
、
お
客
様
に
合

わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
の
提
供
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介

　

私
は
、
弊
社
に
入
社
し
て
十
一
年

が
経
ち
ま
す
。
も
と
は
違
う
業
界
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
営
業
職
一
筋

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

営
業
職
を
長
く
続
け
て
い
る
中

で
、
日
々
お
客
様
か
ら
多
く
の
気
づ

き
や
学
び
を
頂
く
事
が
出
来
ま
す
。

そ
れ
は
今
日
に
至
っ
て
も
変
わ
ら

ず
、
私
に
成
長
す
る
機
会
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
営
業

マ
ン
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
客
様

所在地／前橋市下小出町3−24−4
連絡先／T E L 0 2 7 − 2 3 4 − 4 1 5 5
Ｕ Ｒ Ｌ／ http://www.alpha-planning.co.jp/
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【企業理念を社名で表現】　㈱ソウワ・ディライト
　照明設備や太陽光発電など総合電気設備工事業
の双和電業㈱（代表取締役・渡邉辰吾氏／高崎支
部所属、取締役・渡邉仁基氏／前橋支部所属）
は17年１月に社名を「ソウワ・ディライト」に
変更する。「ディライト」とは英語で大いに喜
ばせる、感動させるという意味。ロゴは「Sowa 
DEL！GHT」でLIGHTが入りＩをエクスクラ
メーション・マークにすることで「デンキのミラ
イにワクワクする」という企業理念を表現した。
　同社は81年、２人の共同代表者で会社を設立し
たことから「双和」と名付けた。14年１月から渡
邉社長が経営を引き継いだが「今後は『総合的な
和』の意味も込めたい」ということでカタカナ表
記にすることを決めた。若者に対する求人面でも
広くアピールしていく。　　　［12／22付ぐん経］

【木造住宅に薪ストーブ提案】　　　　草処建設㈱
 「モックの家」のブランド名で、国産材・県産材
の無垢材を多用した一般木造住宅の設計・施工・
リフォームを手掛ける、草処建設㈱（代表取締
役・草処晋一氏／伊勢崎支部所属）は、新築予定
の施主に対し、薪（まき）ストーブを取り入れた
木造住宅の提案に力を入れている。設置費用は薪
ストーブ本体費と煙突や耐火壁などの周辺設備費
で約50万円から。
　草処社長は「桐生市周辺には雑木林が多いが、
多くは松系の木々。手入れで生じた松系の間伐材
などを燃料として利用できれば、環境にやさしく
低コストで利用できる暖房になる。高齢化が進む
雑木林の地主と薪ストーブ利用者がつながり、森
林整備が進むきっかけともなればいい」と話して
いる。　　　　　　　　　　　［12／22付ぐん経］

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
営業担当：井坂、永井　表面処理のご要望は何でもご相談ください。

ダイカスト・鋳物の含浸処理をはじめました
　鉄・ステンレス・アルミ・プラスチックetc…あらゆる素材に対応

アルマイト、各種メッキ、各種塗装、黒染、アッセンブリー

ISO9001認証取得　　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
　　ホームページ　http://www.kanbou.co.jp

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に
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第９回新会員
ご紹介

1 月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒371-0015　前橋市三河町1-19-28

　チームビルディングというスタイルを用いた企業
研修と、個人や企業様向けにNLP実践心理学講座を
提供しているN’s Peducationの高屋敷と申します。
会員の皆様と情報交換を積極的に行いながら多くの
学びを得られるよう励んでまいりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027-223-5243

コンサルティング業、研修業

【紹介者／遠山昌子】
美術館・博物館巡り、旅行

前
橋
支
部

N's Peducation

高屋敷　奈　央
S54年生

〒370-2451　富岡市宇田192-1

　弊社はNC旋盤＆マシニングセンターによる金属
切削加工を生業としております。今回私は新支部
設立の中でお声をかけて頂き、新支部設立準備会
に参加させて頂き講師になっておられる先輩の話
を聞き勇気と希望とパワーを与えて頂きました。
先輩方のパワーの源を探るべく同友会に潜入させ
て頂き、学ばせて頂きたいと思っています。どう
ぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0274-62-0748

FAX ：0274−62−2732
金属の切削加工、自社調達材及び支給材の切断からＮＣ旋盤・マシニングセンタを主とした部品加工

【紹介者／田村徳良】
スノーボード、バイク

高
崎
支
部

㈲小板橋産業

代表取締役社長
小板橋　哲　也

S48年生

〒379-0302 安中市松井田町五料3907-26

　妙義山の麓で60年、菌床生しいたけを中心に生産
しています。日本農業の担い手という自覚を持ち、
会社を強く、また働き甲斐のある会社にするため一
緒に学ばせていただきたいと思っています。宜しく
お願い致します。

ＴＥＬ：027-393-5630

FAX ：027−393−4637
きのこ栽培

【紹介者／澤浦彰治・都丸悟】

高
崎
支
部

㈲妙義ナバファーム

取締役
黛　　　佐　予

S47年生

〒379-2304 太田市大原町71-1 ゼクエンスＪ

　「皆様との交流とても楽しみです！」現在、エ
ステサロンを経営しており、今年は新規事業の立
ち上げを致します。異業種の皆様とのお話はとて
も刺激やアイデアを頂けるので、とても楽しみに
しております。どうぞ、宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：090-2484-2829

エステ（フェイシャル・ボディ）、ジュネル取扱店、イベント・交流会開催

【紹介者／事務局】
美容、カラオケ

太
田
支
部

BeautySalon Clara

代表
渡　辺　真由美

S59年生

〒377-0542 吾妻郡中之条町下沢渡858-1

　弊社は主に長ネギの生産を行っている農業生産
法人です。長ネギ以外にも米の生産、農作業受託
事業も行っております。同友会では会員の皆様と
の交流の中で多くの事を学んでいきたいと思って
おります。どうぞ宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0279-26-3290

FAX ：0279−26−3291
長ネギ・米の栽培、農作業受託

【紹介者／星野高章】
スポーツ観戦

沼
田
支
部

㈱貫光農園 はるな山

代表取締役
吉　田　典　明

S58年生

者
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ

れ
を
信
任
し
ま
し
た
。

２
．
新
年
度
の
活
動
方
針
策
定
に
向

け
て
（
意
見
交
換
）

　

時
間
を
と
っ
て
用
紙
に
記
入
し
た

後
、
今
年
度
を
振
り
返
り
つ
つ
、
新

年
度
の
方
針
策
定
に
向
け
て
率
直
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
十
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：
二
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

て
　

杉
崎
青
年
部
会
長
よ
り
、
茨
城
で

開
催
さ
れ
る
第
四
十
五
回
青
年
経
営

者
全
国
交
流
会
に
お
い
て
、
分
科
会

を
設
営
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
五

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項

１
．
役
員
選
考
に
つ
い
て

　

新
年
度
理
事
候
補
の
追
加
承
認
、

及
び
常
任
理
事
候
補
者
、
監
事
候
補

【
議　

事
】

　

丹
羽
経
営
指
針
部
会
長
が
議
長
を

つ
と
め
、
相
沢
副
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
九
回
理
事
会
を
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

黒
岩
事
務
局
長
よ
り
、
第
四
十
七

回
中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集
会

（
鹿
児
島
）
の
ほ
か
、
県
主
催
行
事

等
幾
つ
か
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
青
全
交
の
分
科
会
設
営
に
つ
い

日
時　

一
月
十
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
提
箸
、
相

沢
、
常
任
理
事
／
丹
羽
、
吉
池
、
杉

崎
、
生
沼
、
増
田
、
平
岩
、
島
山
、

宮
石
、
阿
左
見
、
理
事
／
町
田
、
海

老
沼
、丸
橋
、本
多
、阿
久
戸
、笠
原
、

植
杉
、
金
井
、
監
事
／
山
口
、
事
務

局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員

計
二
十
一
名
）


